
 

 

 

 

 

 

 

昨年からスタートした、保護者の皆さんと地域の皆さ

ん、そして先生たちが一緒に“子どものこと”・“子育

てのこと”・“学校のこと”・“地域のこと”について

対話を行う“松が丘いどばた会議”が今年も 8月 2日に

開催されます。 

今年は、松が丘の地域のことを、地域の歴史や地域再

生といったことを交えながら様々な視点から考えられる

よう、いろいろと工夫されているようです。 

昨年は “いどばた会議”の必要性は感じてはいるけ

ど、正直なところ、どんな雰囲気になるのかと不安を抱

えながら臨んだ先生たちでした。しかし、地域の方、保

護者の方とざっくばらんに話すことができ、たくさんの

ヒントを頂け、こうした対話が子どもたちの学びに、成

長につながることを先生たちは実感されたようです。今

年は、対話の中で頂いたヒント等を 2学期以降の子ども

たちの学びにつなげ、活かしていきたいという思いが開

催時期を早めることにつながったようです。たくさんの保護者の方、地域の方に参加いただけた

らと思っています。そして、今年は松が丘小を卒業した中学生や高校生、そして大学生なども参

加できたらいいなと勝手に妄想を広げています。 

 5月 31日（水）に丸谷市長と市民の皆さんとの第 1回タウンミーティングがウィズあかしで開

かれました。障害をテーマに意見交換が行われました。丸谷市長は「対話の文化」をつくってい

こうとされています。各学校に設置されている学校運営協議会でも、対話の中で、地域全体で人

が育つ仕組が生まれていったらいいなと思っています。そんな

対話を行う上で、知らない人同士の距離を縮め、話やすくする

ツールが今回のタウンミーティングでは使われています。それ

が大きな段ボールを円形に切り抜いた「えんたくん」です。参

加者が車座になり、膝の上に置くだけで「円卓」に早変わりで

す。以前、ある小学校のホームページで、地域の方たちと対話

をおこなう教育ミニ集会のなかで、こんな円卓があったらいい
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なと思っていたのですが、それがテーブルではなく、段ボールだったことを

今回知りました。「えんたくん」を膝に置いてメモをとったり、話し合いの

記録をリアルタイムに共有することができるなど、対話を深める上で、手軽

さや、コスト的にももってこいではと思っています。そんな調子でググって

いる中で、ポチってしまったのがこの本です。大人の対話だけでなく、授業

の中でも活用できるのではと思っています。きっと対話をもっと深めたいと

いう思いから段ボールを円形にカットするというアイデアが生まれてきたん

でしょうね。1枚の段ボールが想像力と創造力を活性化させるツールに変身

です。 

これは千葉県柏市立土小学

校の研究発表会の案内チラシ

です。土小学校の校長先生と

は 5年近く情報交換をさせて

いただき、刺激を頂いていま

す。先日このチラシを見た

時、こんなクリエイティブな

ことができるんだと、強烈な

パンチを食らった感じです。

「いかす」学びとあります。

これは「地域を活かし、地域

に生かす」学びです。「学び

は未来の社会を創る」と方向

性が示され、「学校の学びは

社会で必要とされる力をつけ

るために行います」と記され

ています。従来の授業研究を

中心にした研究から、地域を

教材とした地域と共に協働す

る学びを創り、教科指導も探

究的な学びへの改善に向ける

など、子どもの学びをつな

ぎ、デザインすることで、社

会で必要とされる力が身につ

く学びの仕組を創る研究へと

意識の転換が図られていま

す。その意識の転換が若い先

生方や、先生を目指す若者が力を発揮する場を創っていくことになるんだろうなと思っていま

す。少しずつ新たな学びの仕組を創り始める学校が増えてきています。このチラシを対話のお題

にして対話をしてみるのはいかがですか？                （文責：北本） 
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